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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第17期

第３四半期連結
累計期間

第18期
第３四半期連結
累計期間

第17期

会計期間

自平成23年
１月１日
至平成23年
９月30日

自平成24年
１月１日
至平成24年
９月30日

自平成23年
１月１日
至平成23年
12月31日

売上高（千円） 4,830,0233,874,1295,987,840

経常利益又は経常損失（△）

（千円）
79,864 △11,114 29,572

四半期（当期）純利益又は四半期純損

失（△）（千円）
78,861 △81,657 25,954

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
77,827 △81,940 25,310

純資産額（千円） 6,970,5496,734,7166,918,379

総資産額（千円） 8,261,1177,727,3927,915,430

１株当たり四半期（当期）純利益金額

又は四半期純損失金額（△）（円）
64.99 △68.04 21.45

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額（円）
－ － 21.33

自己資本比率（％） 84.2 86.7 87.2

　

回次
第17期

第３四半期連結
会計期間

第18期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成23年
７月１日
至平成23年
９月30日

自平成24年
７月１日
至平成24年
９月30日

１株当たり四半期純損失金額（△）

（円）
△28.70 △102.39

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　 ３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第17期第３四半期連結累計期間において

は、潜在株式は存在するものの希薄化効果を有しないため記載しておりません。また、第18期第３四半期連結

累計期間は潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

　 ４．第17期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号  平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。 

　

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等、または前

事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクの内容について重要な変更はありません。

　　

２【経営上の重要な契約等】

  当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）業績の状況

   当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、踊り場局面に入ったといえます。シニア世代、エコカー補助

金などに牽引された個人消費に陰りが見え、国内景気に陰りが見えてきたと言えると思います。更に中国経済の継

続的な減速、米国経済の回復の陰り等、我が国の景気回復シナリオは厳しさが増しています。 

　 このような経済環境の中、当社グループは、景気変動の影響を受けない企業グループとして、小さくとも知性を

使って、その世界ではＮｏ.１となり光る企業グループを目指すという目標に取り組んでおります。その実現に向

け、既存事業ポートフォリオである建設コンサルタント及びファッションブランド事業について、それぞれが前期

に続き黒字化を達成できるように「イノベーションによるコスト優位の確立」を全グループ会社で共有し、業績

改善に全力を注いてまいりました。また、今期から、当社でグループ全体の商標権の一括管理を開始したことで、ロ

イヤルティー収益が計上され収益に貢献しております。

　 これらの結果、当社グループの当第３四半期連結累計期間の売上高は3,874百万円（前年同期比19.8％減）とな

りました。販売費及び一般管理費は1,343百万円（前年同期比8.6％減）と更なる削減を実現しましたが、営業損失

が34百万円（前年同期は60百万円の営業利益）、経常損失は11百万円（前年同期は79百万円の経常利益）、税金等

調整前四半期純損失は64百万円（前年同期は160百万円の税金等調整前四半期純利益）、四半期純損失は81百万円

（前年同期は78百万円の四半期純利益）となりました。

　

   当第３四半期連結累計期間におけるセグメント別の業績は以下のとおりです。

　

 （建設コンサルタント事業）

   建設関連事業を取り巻く環境は、東日本大震災後復興関連で政府建設投資が増加したことから、公共部門の堅調

推移が見込まれます。ただし、国内需要は1992年度以降先細り傾向にあり、復興関連工事が一巡した後は厳しい状

況になる可能性もあります。㈱クレアリアの属する建設コンサルタント業界においては原発事故の影響で遅れて

いた福島県でも復興に向けた調査・解析・設計業務が出件されるようになり、同社も警戒区域内の調査業務を受

注することが出来ました。同社としては引き続き東北復興関連に注力していきます。一方、北海道、九州、関西地区

においては受注が伸びない状況が続いており、全体としては依然、厳しい状態であるとも言えます。

　 また、国内需要の縮小への対処として始めた、韓国における公共インフラ事業での受注活動も引き続き積極的に

行っており、同国における受注拡大は同社の経営目標の一つとして認識し、韓国案件チームの拡大を目指しており

ます。

   これらの結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は2,382百万円（前年同期比26.4％減）と減収となった結

果、営業損失49百万円（前年同期は95百万円の営業利益）となりました。

　

 （ファッションブランド事業）

ファッションブランド事業においては、個人消費はゆるやかに持ち直しているものの所得、雇用、消費環境も低

調な推移が続くものとみられており、いまだ先行きの不透明感が残っております。

そうした経営環境のなか、当社グループのファッションブランド事業については、セグメント全体の売上高が前

年同期比で６％ほどの減少をみましたが、引き続き営業費用削減を遂行しており、ファッションブランド事業子会

社全体で前年同期比約９％のコスト削減を達成しました。その結果セグメント全体では、前年同期比で大きく営業

収支を改善しましたが、第３四半期末時点では若干の営業損失となりました。

   東京ブラウス㈱については、実店舗網では売上減少が影響し赤字となりましたが、一方で当社が管理するＣＬＡ

ＴＨＡＳブランドのライセンス事業からのロイヤルティー収入で大きな収益改善を達成しています。今後も販売

チャネルを実店舗網とＥコマースに絞り、両チャネルからのお客様動向や売れ筋商品のトレンド情報を吸い上げ、

個客経験の共創（一人ひとりの個客のニーズを捉える）を遂行しながら業績拡大を目指します。それとともに、店

舗運営においては、スクラップアンドビルドの考え方から、採算店舗は販売強化、不採算店舗はクローズし、新たな

店舗開設について検討しております。
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   ＣＬＡＴＨＡＳのライセンス事業については、当社が管理面の強化にあたっており、更なるブランド価値拡大を

目指すとともに、引き続き実店舗網を管理する既存チームとの連携を強化し、これまで以上の収益の確保を目指し

てまいります。

　   濱野皮革工藝㈱につきましては、㈱セレクティブによるオンラインショップでの売上が大幅拡大しているもの

の、ＴＶショッピング部門における販売不振が響き、前年同期比で減収減益となりました。引き続き多角化した販

売チャネルの見直し、より効率的な生産体制の確立、さらなるコスト削減を推進し、企業体質改善に取り組んでま

いります。そうしたなか、ＨＡＭＡＮＯのブランド力をアピールする試みとして、ジュピターショップチャンネル

のＴＶ通販番組に、高品質で高価格帯のＨＡＭＡＮＯプレミアムラインを出品、同番組枠内でほぼ完売することが

できました。今後も同社のブランド価値を高め、業績向上に結び付けていきたいと考えております。

なお、台湾において当社グループの拓莉司国際有限公司の販売管理のもと、ＣＬＡＴＨＡＳおよびＨＡＭＡＮＯ

の商品を取り扱うショップを開始、台湾国内における両ブランドの事業体制の確立を目指し、ネットショップおよ

び実店舗網の整備にも着手しております。

これらの結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は1,492百万円（前年同期比6.3％減）と若干の減収となった

結果、営業損失14百万円（前年同期は62百万円の営業損失）となりました。

　　

（2）財政状態の分析 

　　 （資産）

　　 当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ188百万円減少し、7,727百万円とな

りました。これは主に、「現金及び預金」が318百万円増加しましたが、「受取手形及び売掛金」が188百万円、流

動資産の「その他」が153百万円、「のれん」が130百万円減少したためであります。　

　 　（負債）　

　　 当第３四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ4百万円減少し、992百万円となりま

した。これは主に、「前受金」が71百万円増加しましたが、流動負債の「その他」が82百万円減少したためであ

ります。　

　　 （純資産）　

　 　当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ183百万円減少し、6,734百万円と

なりました。これは主に、配当金の支払に伴う資本剰余金120百万円の減少、四半期純損失計上に伴う利益剰余金

81百万円の減少、新株予約権18百万円の増加によるものであります。

 

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

   当第３四半期連結累計期間において、当社グループが事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。

 　なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容等（会

社法施行規則第118条第３号に掲げる事項）は次のとおりです。 

　

 ①　基本方針の内容

 　　　　　当社は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者は、当社及び当社グループの事業特性並びに株主をはじめ

とする国内外の顧客・社員・取引先などの各ステークホルダーとの間に築かれた関係や当社の企業価値の本源

を十分に理解し、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を中長期的に確保し、継続的もしくは持続的に向上さ

せる者であることが必要と考えております。

　　　　 　そうした考え方を基本にしながら、当社は金融商品取引所に株式を上場している者として、市場における当社株式

の自由な取引を尊重し、特定の者による当社株式の大規模買付行為であっても、当社グループの企業価値ひいて

は株主共同の利益の確保・向上に資するものである限り、これを一概に否定するものではありません。また、最

終的には株式の大規模買付提案に応じるかどうかは株主の皆様の自由な意思と判断に委ねられるべきだと考え

ております。

　　　　 　ただし、株式の大規模買付提案の中には、たとえばステークホルダーとの良好な関係を保ち続けることができない

可能性があるなど、当社グループの企業価値ひいては株主共同の利益を損なうおそれのあるものや、当社グルー

プの価値を十分に反映しているとは言えないもの、あるいは株主の皆様が最終的な決定をされるために必要な

情報が十分に提供されないものもありえます。

　　　　 　そのような提案に対して、当社取締役会は、株主の皆様から負託された者の責務として、株主の皆様のために、必要

な時間や情報の確保、株式の大規模買付提案者との交渉などを行う必要があると考えております。

　

 ②　基本方針の実現に資する取組みについて

 　　　　　当社は平成７年にソフトウェアの開発・販売会社として創業、平成19年からは純粋持株会社にその組織体制
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         を変更し、現在は事業子会社５社を傘下に、グループ企業の経営・統括を行っております。主要な事業ポート

フォリオは建設コンサルタント事業とファッションブランド事業の２つとなっております。

　　　　 　当社の存在意義は、成長の可能性を持ちながらも様々な要因によってそれを実現できずにいる企業を再生すること

です。当社は事業ポートフォリオの売買を積極的に実行する、バイアウト型の投資会社ではなく、当社グループ

傘下事業会社の再生・拡大を図り、企業グループ全体の価値を長期にわたって継続的に向上させていくことが、

その大きな目標となっております。グループ会社の再生を通して、ともに成長することによって、企業グループ

全体の価値を向上させること、それが当社を取り巻く全てのステークホルダーにとって最良の結果をもたらす

ものと考えております。

　　　　 　当社及び当社グループの企業価値の主な源泉は①グループ会社経営で培った知恵と意志の力、②各事業において培

われた技術力、③顧客とのサービスの品質に基づいた長期にわたる信頼関係、にあると考えております。

　　　　 　まず、①につきましては、当社のグループ会社経営に関する基本的な指針として、各事業会社の経営の自由度を容認

しながらも、進むべき方向性を見出すことを支援し、その結果として、各事業会社のグループ全体に対する貢献

度上昇の促進を目指しております。したがって、各事業会社がその属する業界固有の考え方から脱却し、それぞ

れがグローバルな企業として認められるためにいかにグループ標準に近付けるようにリードできるか、という

課題に常に向き合っております。そうした中から、企業グループ統括のためのノウハウが蓄積され、指導力を発

揮するための知性が磨かれることに結びついてきました。そもそも、当社の経営陣が抱いているグループ全体の

改善についての意志は比類無き強さであり、その気持ちを現場のグループ企業の全役職員に浸透させることに

より、グループ全体の企業価値の向上に対する意欲の高揚につなげております。

　　　　 　次に、②の技術力に関しましては、水関連に特化した建設コンサルタントとしての確固たる技術、ファッション業界

の激しい競争を乗り越え、長い歴史の中で培われた商品開発力を保持しております。また、建設コンサルタント

事業分野では水関連事業から、従来の枠を超えて地球環境関連市場に新しいニーズを開拓した展開をする予定

でおります。

　　　　 　次に、③のサービスの品質に基づいた顧客との信頼関係の面では、当社グループは、上述の事業を長年にわたり展開

を進めてきた結果、高い技術力とサービスの質をもつ会社として、顧客の高い信頼を得ており、この信頼が当社

グループの企業価値を高めるための大きな要素となっております。

　　　　 　このような創業以来の当社及び当社グループの取組みの積み重ねが現在の企業価値の源泉になっております。当社

の企業文化の継続・発展を通してのみ当社の社会的意義を高めることになり、結果として企業価値及び株主共

同利益を最大化することにつながるものと考えております。

　　　　 　一方、近年、当社グループの事業を取り巻く環境は大きく動きつつあります。当社ではコンプライアンス、品質に対

する社会の厳しい要請や技術競争の流れに沿った多様な契約形態への対応を迅速に進めてまいりました。

　　　　 　このような変化に対応しつつ当社の企業価値・株主共同の利益の確保・向上に資するために、長期ビジョンとして

当社グループの上部市場への再上場の実現を目標とし、中期的な取組みとして、「景気変動の影響を受けない企

業グループになること。小さくとも知性を使ってその世界ではNo.1となり光ることのできる企業になること。」

を目標に掲げ、厳しい経営環境の中で、成長を持続させてまいります。

 

       ③　基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配されることを防止するため

の取組みについて

           当社取締役会は、当社株式等の大規模買付行為を行おうとする者が遵守すべきルールを明確にし、株主の皆様

が適切な判断をするために必要かつ十分な情報及び時間、並びに大規模買付行為を行おうとする者との交渉の

機会を確保するために、当社株式等の大規模買付行為に関する対応策（以下、「本プラン」といいます。）を導

入することを決議し、平成20年３月26日開催の当社定時株主総会において、本プランの導入について、平成23年

３月25日開催の当社定時株主総会において、本プランの継続について、株主の皆様の承認を得ております。本プ

ランの詳細につきましては以下のとおりです。

　

 ④　本プランの内容　

　　　  (イ) 本プランに係る手続き

 　　　　 (ａ) 対象となる大規模買付等

 　            本プランは以下の(ⅰ)又は(ⅱ)に該当する当社株式等の買付け又はこれに類似する行為（ただし、当社取

締役会が承認したものを除きます。係る行為を、以下「大規模買付等」といいます。）がなされる場合を適

用対象とします。大規模買付等を行い、又は行おうとする者（以下「買付者等」といいます。）は、予め本プ

ランに定められる手続きに従わなければならないものとします。

            (ⅰ) 当社が発行者である株式等について、保有者の株式等保有割合が20％以上となる買付け
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            (ⅱ) 当社が発行者である株式等について、公開買付けに係る株式等の株式等所有割合及びその特別関係者

の株式等所有割合の合計が20％以上となる公開買付け

 　　　 　(ｂ) 「意向表明書」の当社への事前提出

　             買付者等におきましては、大規模買付等の実行に先立ち、当社取締役会に対して、当該買付者等が大規模買

付等に際して本プランに定める手続きを遵守する旨の誓約文言等を記載した書面（以下「意向表明書」と

いいます。）を当社の定める書式により提出していただきます。

　具体的には、「意向表明書」には、以下の事項を記載していただきます。

  (ⅰ) 買付者等の概要

  　　 ・　氏名又は名称及び住所又は所在地

　　　 ・　代表者の役職及び氏名

　　　 ・　会社等の目的及び事業の内容

　　　 ・　大株主又は大口出資者（所有株式又は出資割合上位10名）の概要

　　　 ・　国内連絡先

　　　 ・　設立準拠法

 　 (ⅱ) 買付者等が現に保有する当社の株式等の数、及び、意向表明書提出前60日間における買付者等の当社　の

株式等の取引状況

 　 (ⅲ) 買付者等が提案する大規模買付等の概要（買付者等が大規模買付等により取得を予定する当社の株式　

等の種類及び数、並びに大規模買付等の目的（支配権取得若しくは経営参加、純投資若しくは政策投資、大

規模買付等の後の当社の株式等の第三者への譲渡等、又は重要提案行為等その他の目的がある場合には、

その旨及び内容。なお、目的が複数ある場合にはそのすべてを記載していただきます。）を含みます。）　

 　　　   (ｃ) 「本必要情報」の提供

　          　 上記(ｂ)の「意向表明書」をご提出いただいた場合には、買付者等におきましては、以下の手順に従い、当

社に対して、大規模買付等に対する株主の皆様のご判断のために必要かつ十分な情報（以下「本必要情

報」といいます。）を提供していただきます。

　まず、当社は、買付者等に対して、「意向表明書」を提出していただいた日から10営業日（初日不算入）以

内に、当初提出していただくべき情報を記載した「情報リスト」を上記（ｂ）(ⅰ)の国内連絡先に発送い

たしますので、買付者等には、係る「情報リスト」に従って十分な情報を当社に提出していただきます。

  また、上記の「情報リスト」に従い買付者等から提供していただいた情報では、大規模買付等の内容及び

態様等に照らして、株主の皆様のご判断及び当社取締役会の評価・検討等のために不十分であると当社取

締役会が合理的に判断する場合には、当社取締役会が別途請求する追加の情報を買付者等から提供してい

ただきます。なお、大規模買付等の内容及び態様等にかかわらず、以下の各項目に関する情報は、原則として

「情報リスト」の一部に含まれるものとします。

         　 (ⅰ) 買付者等及びそのグループ（共同保有者、特別関係者及びファンドの場合は各組合員その他の構成員を

含みます。）の詳細（沿革、具体的名称、資本構成、事業内容、財務内容、役員の氏名及び職歴等を含みま

す。）

            (ⅱ) 大規模買付等の目的（「意向表明書」において開示していただいた目的の詳細）、方法及び内容（経

営参画の意思の有無、大規模買付等の対価の種類及び金額、大規模買付等の時期、関連する取引の仕組み、

買付予定の株式等の数及び買付等を行った後における株式等所有割合、大規模買付等の方法の適法性を

含みます。）

          　(ⅲ) 大規模買付等の対価の算定根拠（算定の前提事実、算定方法、算定に用いた数値情報及び大規模買付等

に係る一連の取引により生じることが予想されるシナジーの内容、算定の際に第三者の意見を聴取した

場合における当該第三者の名称、意見の概要及び当該意見を踏まえて金額を決定するに至った経緯を含

みます。）

          　(ⅳ) 大規模買付等の資金の裏付け（資金の提供者（実質的提供者を含みます。）の具体的名称、調達方法及

び関連する取引の内容を含みます。）

         　 (ⅴ) 大規模買付等に際しての第三者との間における意思連絡の有無及び意思連絡がある場合はその内容及

び当該第三者の概要

         　 (ⅵ) 買付者等が既に保有する当社の株式等に関する貸借契約、担保契約、売戻契約、売買の予約その他の重要

な契約又は取決め（以下「担保契約等」といいます。）がある場合には、その契約の種類、契約の相手方

及び契約の対象となっている株式等の数量等の当該担保契約等の具体的内容

         　 (ⅶ) 買付者等が大規模買付等において取得を予定する当社の株式等に関し担保契約等の締結その他第三者

との間の合意の予定がある場合には、予定している合意の種類、契約の相手方及び契約の対象となってい

る株式等の数量等の当該合意の具体的内容

          　(ⅷ) 大規模買付等の後における当社及び当社グループの経営方針、事業計画、資本政策及び配当政策
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         　 (ⅸ) 大規模買付等の後における当社及び当社の従業員、取引先、顧客及び地域社会その他の当社に係る利害

関係者の処遇等の方針

         　 (ⅹ) 当社の他の株主との利益相反を回避するための具体的方策

　　  なお、当社取締役会は、買付者等から大規模買付等の提案がなされた事実とその概要及び本必要情報の概

要その他の情報のうち株主の皆様のご判断に必要であると認められる情報がある場合には、適切と判断す

る時点で開示いたします。

  また、当社取締役会は、買付者等による本必要情報の提供が十分になされたと認めた場合には、その旨を

買付者等に通知（以下「情報提供完了通知」といいます。）するとともに、速やかにその旨を開示いたし

ます。

         （ｄ）取締役会評価期間の設定等

 　   当社取締役会は、情報提供完了通知を行った後、大規模買付等の評価の難易度等に応じて、以下の(ⅰ)又は

(ⅱ)の期間（いずれも初日不算入）を、当社取締役会による評価、検討、交渉、意見形成及び代替案立案のた

めの期間（以下「取締役会評価期間」といいます。）として設定します。

(ⅰ) 対価を現金（円価）のみとする公開買付けによる当社全株式等を対象とする公開買付けの場合には最

大60日間　

  (ⅱ) その他の大規模買付等の場合には最大90日間

　　 当社取締役会は、取締役会評価期間内において、必要に応じて適宜外部専門家等の助言を得ながら、買付

者等から提供された本必要情報を十分に評価・検討し、当社の企業価値・株主共同の利益の確保・向上

の観点から、買付者等による大規模買付等の内容の検討等を行うものとします。当社取締役会は、これら

の検討等を通じて、大規模買付等に関する当社取締役会としての意見を慎重にとりまとめ、買付者等に通

知するとともに、適時かつ適切に株主の皆様に開示いたします。また、必要に応じて、買付者等との間で大

規模買付等に関する条件・方法について交渉し、更に、当社取締役会として、株主の皆様に代替案を提示

することもあります。　

 （ｅ）取締役会の決議

   当社取締役会は、上記(ｄ)の検討等の後、以下の手続きに従い、対抗措置の発動の是非について決議を行う

ものとします。

(ⅰ) 買付者等が本プランに定める手続きを遵守しなかった場合

　当社取締役会は、買付者等が本プランに規定する手続きを遵守しなかった場合には、原則として対抗措

置の発動の決議を行うものとします。

　当社取締役会は、対抗措置の発動の決議に先立ち、株主の皆様の意思を確認することが適切と判断する

場合、下記(ｆ)に定める手続きを行うものとします。

　この場合、当社取締役会は、下記(ｆ)に定める株主総会の決定に従って、速やかにその手続きに移りま

す。

 　　　　　 (ⅱ) 買付者等が本プランに定める手続きを遵守した場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　 当社取締役会は、買付者等が本プランに規定する手続きを遵守した場合には、仮に大規模買付等に反対で

あったとしても、当該買付等に反対意見を表明することに留め、原則として対抗措置の不発動の決議を行

うものとします。

　　 ただし、買付者等が本プランに規定する手続きを遵守した場合であっても、買付者等による大規模買付等

が当社の企業価値・株主共同の利益を著しく損なうものと認められる場合には、当社の企業価値・株主

共同の利益の確保・向上という観点から、対抗措置を発動すべきであると判断することがあります。この

場合、当社取締役会は、対抗措置の発動の賛否に関し株主の皆様の意思を確認するため、下記(ｆ)に定め

る株主総会開催の手続きを行うものとします。当該株主総会において本新株予約権の無償割当ての実施

に関する議案が可決された場合には、当社取締役会は、株主総会の決議に従って、速やかにその手続きに

移ります。

　   なお、別に開示している「当社の企業価値・株主共同の利益を著しく損なうと認められる類型」に掲げ

るいずれかに該当すると判断される場合には、原則として、当該大規模買付等は当社の企業価値・株主共

同の利益を著しく損なうものと認められることとします。

     当社取締役会は、上記の決議を行った場合には、その内容が対抗措置の発動であるか不発動であるかを

問わず、速やかに当該決議の概要その他当社取締役会が適切と判断する事項について、速やかに開示いた

します。　

         （ｆ）株主意思の確認

   当社取締役会は、上記(ｅ)(ⅱ)に該当する場合、及び、上記(ｅ)(ⅰ)に該当しかつ当社取締役会が必要と

認める場合、株主総会を開催し対抗措置発動に関する株主の皆様の意思を確認するものとします。

　 株主意思の確認を行う場合は、当社取締役会は、実務上可能な限り最短の時間で株主総会を開催できるよ

う、速やかに株主総会を招集し、本新株予約権の無償割当ての実施に関する議案を付議します。当社取締役

会において株主総会の開催を決定した場合には、取締役会評価期間はその時点を以て終了するものとしま

す。当該株主総会において本新株予約権の無償割当ての実施に関する議案が可決された場合には、当
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 社取締役会は株主総会における決定に従い、本新株予約権の無償割当てに必要な手続きを遂行します。（株

主総会において本新株予約権の無償割当て事項の決定を取締役会に委任する旨の決議がなされた場合に

は、本新株予約権無償割当ての実施に関する取締役会決議を行います。）

   また、当社取締役会は、株主総会を実施した場合には、決議結果その他当社取締役会が適切と判断する事

項について、速やかに開示いたします。

         （ｇ）対抗措置の中止又は発動の停止

   当社取締役会又は株主総会が上記(ｅ)または(ｆ)の手続きに従い対抗措置の発動を決議した後又は発動

後においても、(ⅰ)買付者等が大規模買付等を中止した場合又は(ⅱ)対抗措置を発動するか否かの判断の

前提となった事実関係等に変動が生じ、かつ、当社の企業価値・株主共同の利益の確保・向上という観点か

ら発動した対抗措置を維持することが相当でないと考えられる状況に至った場合には、当社取締役会は、対

抗措置の中止又は発動の停止を行なうものとします。

　当社取締役会は、対抗措置発動の停止の決議を行った場合、当該決議の概要その他当社取締役会が適切と

判断する事項について、速やかに開示いたします。

         （ｈ）大規模買付等の開始

   買付者等は、本プランに規定する手続きを遵守するものとし、大規模買付等の提案以降、当社取締役会又

は株主総会にて対抗措置の発動又は不発動の決議を行うまでは、大規模買付等を開始することはできない

ものとします。

 　　　

　　　  (ロ) 本プランにおける対抗措置の具体的内容

 　当社取締役会が上記(イ)(ｅ)又は(ｆ)に記載の決議に基づき発動する対抗措置は、新株予約権（以下「本新

株予約権」といいます。）の無償割当てを行うこととします。

   本新株予約権の無償割当ての概要は、別に定めている「新株予約権無償割当ての概要」の通りといたしま

す。

   当社取締役会は、対抗措置の発動が決議された後又は発動後においても、上記(イ)(ｇ)に記載の通り、対抗

措置の中止又は発動の停止を決定することがあります。例えば、対抗措置の発動が決議された場合において、

買付者等が大規模買付等を中止し、当社取締役会が上記(イ)(ｇ)に記載の決議を行った場合には、本新株予約

権の無償割当てについて設定した基準日に係る権利落ち日の前日までにおいては本新株予約権の無償割当て

を中止し、本新株予約権の無償割当ての効力発生日以後本新株予約権の行使期間の開始日の前日までにおい

ては当社が無償で本新株予約権を取得する等の方法で、対抗措置の発動を停止することができるものとしま

す。

　

　　    (ハ）本プランの有効期間、廃止及び変更

　           本プランの有効期間は、平成26年３月開催予定の定時株主総会終結の時までとします。

　 ただし、係る有効期間の満了前であっても、当社の株主総会において本プランの変更又は廃止の決議がなさ

れた場合には、本プランは当該決議に従い、その時点で変更又は廃止されるものとします。また、当社の株主総

会で選任された取締役で構成される取締役会により本プランの廃止の決議がなされた場合には、本プランは

その時点で廃止されるものとします。

　 なお、当社取締役会は、会社法、金融商品取引法、その他の法令若しくは金融商品取引所規則の変更又はこれ

らの解釈・運用の変更、又は税制、裁判例等の変更に伴う形式的な変更が必要と判断した場合には、本プラン

を修正する場合があります。

　 当社は、本プランが廃止、又は本プランの内容について株主の皆様に実質的な影響を与えるような変更が行

われた場合には、当該廃止又は変更の事実及び（変更の場合には）変更内容その他当社取締役会が適切と認

める事項について、速やかに開示いたします。　

　

　　　 ⑤　本プランの合理性 

　　　  (イ) 買収防衛策に関する指針の要件を全て充足していること

   本プランは、経済産業省及び法務省が平成17年５月27日に公表した「企業価値・株主共同の利益の確保又

は向上のための買収防衛策に関する指針」の定める三原則（企業価値・株主共同の利益の確保・向上の原

則、事前開示・株主意思の原則、必要性・相当性確保の原則）を全て充足しており、かつ、企業価値研究会が平

成20年６月30日に公表した「近時の諸環境の変化を踏まえた買収防衛策の在り方」の内容を踏まえておりま

す。

　

 　  　 (ロ) 当社の企業価値・株主共同の利益の確保・向上の目的をもって導入されていること

   本プランは、上記①に記載の通り、当社株式等に対する大規模買付等がなされた際に、当該大規模買付等に

応じるべきか否かを株主の皆様がご判断し、あるいは当社取締役会が代替案を提示するために必要な情報や

期間を確保し、株主の皆様のために買付者等と交渉を行うこと等を可能とすることにより、当社の企業価値・

株主共同の利益を確保し、向上させるという目的をもって導入されるものです。　
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 　　　 (ハ) 株主意思を重視するものであること

   本プランは、買付者等が本プランに定められた手続きに従うことなく大規模買付等がなされた場合を除き、

買付者等による大規模買付等に対する対抗措置の発動について株主の皆様のご意思を直接確認するもので

す。

　また、本プランは、当社株主総会にて、株主の皆様のご承認をいただいたうえで継続するものです。上記④

（ハ）に記載したとおり、当社株主総会において本プランの変更又は廃止の決議がなされた場合には、本プラ

ンも当該決議に従い変更又は廃止されることになります。従いまして、本プランの継続及び廃止には、株主の

皆様のご意思が十分反映される仕組みとなっています。

　

 　　   (ニ) 合理的な客観的発動要件の設定

   本プランは、上記④（イ）に記載のとおり、合理的かつ客観的な発動要件が充足されなければ発動されない

ように設定されており、当社取締役会による恣意的な発動を防止するための仕組みを確保しています。

　

 　　   (ホ) デッドハンド型若しくはスローハンド型買収防衛策ではないこと

   上記④（ハ）に記載のとおり、本プランは、当社の株主総会で選任された取締役で構成される取締役会によ

り、いつでも廃止することができるものとされております。従って、本プランは、デッドハンド型買収防衛策

（取締役会の構成員の過半数を交代させても、なお発動を阻止できない買収防衛策）ではありません。

　 また、当社は期差任期制を採用していないため、本プランはスローハンド型買収防衛策（取締役会の構成員

の交代を一度に行うことができないため、その発動を阻止するのに時間を要する買収防衛策）でもありませ

ん。

 　　 

　　   ⑥　株主の皆様への影響

 　　   (イ) 本プランの継続時に株主及び投資家の皆様に与える影響

 　本プランの継続時には、本新株予約権の発行自体は行われません。従って、本プランがその継続時に株主及び

投資家の皆様の有する当社株式に係る法的権利及び経済的利益に対して直接具体的な影響を与えることはあ

りません。

   なお、前述の④(イ)に記載の通り、買付者等が本プランを遵守するか否か等により当該買付行為に対する当

社の対応方針が異なりますので、株主及び投資家の皆様におかれましては、買付者等の動向にご注意くださ

い。

　

 　　   (ロ) 本新株予約権の無償割当て時に株主及び投資家の皆様に与える影響

　 本プランの手続きに従い、本新株予約権の無償割当てを行う場合には、別途定める割当て期日における株主

名簿に記録された株主の皆様に対し、その保有する株式１株につき本新株予約権２個を上限とした割合で、本

新株予約権が無償にて割り当てられます。このような仕組み上、本新株予約権の無償割当て時においても、株

主の皆様が保有する当社株式１株当たりの経済的価値の希釈化は生じるものの保有する当社株式全体の経済

的価値の希釈化は生じず、また当社株式１株当たりの議決権の希釈化は生じないことから、株主の皆様の有す

る当社株式に係る法的権利及び経済的利益に対して直接具体的な影響を与えることは想定しておりません。

   ただし、買付者等につきましては、この対抗措置の発動により、結果的に、法的権利又は経済的利益に何らか

の影響が生じる場合があります。

　 なお、本プランの手続きに従い、本新株予約権の無償割当ての決議がなされた場合であっても、上記④

(イ)(ｇ)に記載の手続き等に従い当社取締役会が発動した対抗措置の中止又は発動の停止を決定した場合に

は、当社株式の株価に相応の変動が生じる可能性があります。例えば、本新株予約権の無償割当てを受けるべ

き株主が確定した後において、当社が対抗措置の発動の停止を実施し本新株予約権を無償取得して新株を交

付しない場合には、株主及び投資家の皆様が保有する当社株式１株当たりの経済的価値の希釈化は生じない

ことになるため、当社株式１株当たりの経済的価値の希釈化が生じることを前提にして売買を行った株主及

び投資家の皆様は、株価の変動により損害を被る可能性がある点にご留意ください。

   また、本新株予約権の行使又は取得に関して差別的条件を付す場合には、当該行使又は取得に際して、買付

者等の法的権利、経済的利益に影響が生じることが想定されますが、この場合であっても、買付者等以外の株

主の皆様の有する当社株式に係る法的権利及び経済的利益に対して直接具体的な影響を与えることは想定し

ておりません。

　

 　　   (ハ) 本新株予約権の無償割当てに伴って株主の皆様に必要となる手続き

　 本新株予約権の割当て期日における最終の株主名簿に記録された株主の皆様は、当該新株予約権の無償割当

ての効力発生日において、当然に新株予約権者となるため、申込みの手続きは不要です。

   また、株主の皆様には、新株の取得のために所定の期間内に本新株予約権を行使していただく必要が生じる

可能性があります。（その際には一定の金銭の払込みを行っていただきます。）ただし、当社が取得条項
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 を付した新株予約権取得の手続きをとる場合には、買付者等以外の株主の皆様におかれましては、新株予約権

の行使価格相当の金銭を払い込むことなく、当社による新株予約権取得の対価として当社株式を受領するこ

とになるため、当該新株予約権に関する払込み等の手続きは不要となります。

　

   以上のほか、割当て方法、行使の方法及び当社による取得の方法、及び株式の交付方法等の詳細については、本

新株予約権の無償割当てに関する当社取締役会の決議が行われた後、当社は、その手続きの詳細に関して、適用

ある法令及び金融商品取引所規則に基づき、適時かつ適切に開示又は通知を行いますので当該開示又は通知の

内容をご確認下さい。

　   　

（4）研究開発活動

　 　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 4,700,000

計 4,700,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成24年９月30日）

提出日現在発行数
(株）
（平成24年11月14日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,340,000 1,340,000

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（グロース）

単元株式数

10株

計 1,340,000 1,340,000 ― ―

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成24年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の権利行使によ

り発行された株式数は含まれておりません。

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年７月１日～

平成24年９月30日
－ 1,340,000 － 5,000,000 － －

 

（６）【大株主の状況】

　　　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。　
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成24年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

　 平成24年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 　普通株式　　139,820 － －

完全議決権株式（その他） 　普通株式　1,143,830 114,383 －

単元未満株式 　普通株式 　　56,350 － －

発行済株式総数 1,340,000 － －

総株主の議決権 － 114,383 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が20株含まれております。また、「議決権の

数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数２個が含まれております。

   

②【自己株式等】

 平成24年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

株式会社トライアイズ
東京都千代田区紀尾井町４

番１号
139,820－ 139,820 10.43

計 － 139,820－ 139,820 10.43

　（注）　当第３四半期会計期間末の自己株式数は、139,854株であります。 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年７月１日から平成

24年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年１月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、清陽監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,724,060 2,042,301

受取手形及び売掛金 460,853 272,415

有価証券 104,169 104,231

商品及び製品 243,717 339,197

仕掛品 705,936 635,287

原材料及び貯蔵品 53,047 56,381

その他 245,404 92,382

貸倒引当金 △11,000 △258

流動資産合計 3,526,190 3,541,939

固定資産

有形固定資産

土地 831,770 816,737

その他（純額） 281,814 265,501

有形固定資産合計 1,113,584 1,082,238

無形固定資産

のれん 1,107,206 977,015

その他 64,163 60,133

無形固定資産合計 1,171,369 1,037,148

投資その他の資産

投資有価証券 1,787,700 1,787,700

その他 339,302 344,305

貸倒引当金 △22,717 △65,940

投資その他の資産合計 2,104,285 2,066,065

固定資産合計 4,389,240 4,185,452

資産合計 7,915,430 7,727,392
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 159,728 166,171

未払法人税等 39,751 27,303

前受金 443,544 514,922

賞与引当金 6,100 49,028

返品調整引当金 4,931 4,833

受注損失引当金 37,093 26,252

その他 218,441 135,566

流動負債合計 909,589 924,077

固定負債

資産除去債務 22,691 22,862

その他 64,769 45,735

固定負債合計 87,460 68,598

負債合計 997,050 992,675

純資産の部

株主資本

資本金 5,000,000 5,000,000

資本剰余金 4,504,919 2,222,513

利益剰余金 △2,332,124 △251,403

自己株式 △266,652 △266,868

株主資本合計 6,906,142 6,704,241

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 △612 △895

その他の包括利益累計額合計 △612 △895

新株予約権 12,850 31,370

純資産合計 6,918,379 6,734,716

負債純資産合計 7,915,430 7,727,392
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年１月１日
　至　平成24年９月30日)

売上高 4,830,023 3,874,129

売上原価 3,300,359 2,564,933

売上総利益 1,529,663 1,309,196

販売費及び一般管理費 1,469,636 1,343,714

営業利益又は営業損失（△） 60,026 △34,517

営業外収益

受取利息 1,035 1,644

受取配当金 94 －

不動産賃貸収入 14,787 14,787

投資有価証券清算分配金 － 6,936

為替差益 3,080 5,529

その他 13,231 4,537

営業外収益合計 32,228 33,435

営業外費用

支払利息 2,398 499

不動産賃貸原価 8,719 8,212

その他 1,274 1,321

営業外費用合計 12,391 10,032

経常利益又は経常損失（△） 79,864 △11,114

特別利益

貸倒引当金戻入額 110,039 －

特別利益合計 110,039 －

特別損失

固定資産除却損 17 1,716

減損損失 12,223 15,033

貸倒引当金繰入額 － 33,846

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 9,582 －

事業整理損 6,411 －

その他 1,394 2,385

特別損失合計 29,629 52,982

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

160,274 △64,096

法人税等 82,311 17,560

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

77,963 △81,657

少数株主損失（△） △898 －

四半期純利益又は四半期純損失（△） 78,861 △81,657
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年１月１日
　至　平成23年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年１月１日
　至　平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

77,963 △81,657

その他の包括利益

為替換算調整勘定 △135 △282

その他の包括利益合計 △135 △282

四半期包括利益 77,827 △81,940

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 78,726 △81,940

少数株主に係る四半期包括利益 △898 －
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【会計方針の変更等】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年１月１日
至　平成24年９月30日）

（減価償却方法の変更）　 

　当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第２四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有

形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　この変更による損益に与える影響は軽微であります。　　

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年１月１日
至　平成24年９月30日）

税金費用の計算   税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税

引前当期純利益又は税引前当期純損失に対する税効果会計適用後の実効税率

を合理的に見積り、税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失に当該見積

実効税率を乗じて計算しております。但し、見積実効税率を用いて税金費用を

計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用し

ております。　

　

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自  平成24年１月１日
至  平成24年９月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

  第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号  平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

  当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び前第３四半期連結累計期間に係る

四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費

（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおりであります。

項目  
前第３四半期連結累計期間
（自  平成23年１月１日
至  平成23年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自  平成24年１月１日
至  平成24年９月30日）

減価償却費 　　　　　　　52,084千円 　　44,851千円      

のれんの償却額 　 130,191 　　 　　　130,191　　　　　　

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成23年１月１日　至　平成23年９月30日）

該当事項はありません。 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成24年１月１日　至　平成24年９月30日）

１. 配当金支払額

（決 議） 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年３月27日

定時株主総会
普通株式 120,027千円100円平成23年12月31日平成24年３月28日資本剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

の末日後となるもの

　　該当事項はありません。

　

３．株主資本の金額の著しい変動

　　　　　　該当事項はありません。　
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成23年１月１日 至平成23年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　（単位：千円）

 
報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２

建設コンサル
タント事業

ファッション
ブランド事業

計

売上高      

外部顧客への売上高 3,237,0621,592,9614,830,023 － 4,830,023

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ 0 0 △0 －

計 3,237,0621,592,9614,830,023 △0 4,830,023

セグメント利益又は損失（△） 95,721 △62,952 32,768 27,258 60,026

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額27,258千円には、セグメント間取引消去21,960千円、各報告セグ

メントに配分していない全社収益及び全社費用の純額5,298千円が含まれております。全社収益は、主に子

会社からの経営指導料であり、全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整しております。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成24年１月１日 至平成24年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　（単位：千円）

 
報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２

建設コンサル
タント事業

ファッション
ブランド事業

計

売上高      

外部顧客への売上高 2,382,0681,492,0613,874,129 － 3,874,129

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 2,382,0681,492,0613,874,129 － 3,874,129

セグメント損失（△） △49,580 △14,884△64,465 29,947△34,517

（注）１．セグメント損失（△）の調整額29,947千円には、セグメント間取引消去21,960千円、各報告セグメントに

配分していない全社収益及び全社費用の純額7,987千円が含まれております。全社収益は、主に子会社から

の経営指導料であり、全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　２．セグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年１月１日
至　平成23年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年１月１日
至　平成24年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額（△）
64円99銭 △68円04銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（千円）
78,861 △81,657

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（千円）
78,861 △81,657

普通株式の期中平均株式数（株） 1,213,404 1,200,206

　(注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、前第３四半期連結累計期間においては、潜在株式は存在

するものの希薄化効果を有しないため、当第３四半期連結累計期間においては、潜在株式は存在するものの１株当た

り四半期純損失であるため、それぞれ記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　　　（自己株式の取得）

　　　　 当社は平成24年10月31日開催の取締役会において、会社法第165条第３項により読み替えて適用される同法第156

条第１項の規定に基づき、自己株式を取得すること及びその具体的な取得方法について以下のとおり決議いた

しました。

　　　 １．自己株式の取得を行う理由　　

         　経営環境の変化に対応した機動的な資本政策の遂行を可能とするため自己株式の取得を行うものでありま

す。

　　　 ２．自己株式取得に関する取締役会の決議内容

① 取得する株式の種類

 当社普通株式

② 取得する株式の総数

 50,000株（上限）

③ 取得価額の総額

 　100,000千円（上限）

④ 取得する期間

 平成24年12月１日から平成25年11月30日まで

⑤ 取得の方法

 大阪証券取引所における市場買付

　　

２【その他】

該当事項はありません。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年11月14日

株式会社トライアイズ

取締役会　御中

清陽監査法人            

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 大河原　恵史　　印

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 松渕　敏朗　　　印

　
　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社トライア

イズの平成24年１月１日から平成24年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成24年７月１日から

平成24年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年１月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社トライアイズ及び連結子会社の平成24年９月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

  

強調事項

  重要な後発事象に記載のとおり、会社は平成24年10月31日開催の取締役会において、自己株式を取得すること及びその

具体的な取得方法について決議した。

　当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１. 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

        ２. 四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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